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第
九
回
柳
川
川
柳
大
学
報
告
書 

 

日
時
：
令
和
八
年
四
月
六
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

教
室
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

参
加
：
伊
藤
・
魚
森
・
亀
池
・
後
藤
・
高
谷
・
横
田
／
若
槻
・
辻
川
・
吉
原 

 

い
よ
い
よ
令
和
八
年
度
。
新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
今
回
は
参
加
者
九
名
。
前
回
最
優
秀
作
品
賞
の
辻

川
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
・
若
槻
学
長
の
開
催
挨
拶
で
い
つ
も
通
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学
長
か
ら
は
、
前

回
の
最
優
秀
作
品
を
Ａ
Ｉ
に
評
価
し
て
も
ら
う
等
、
興
味
深
い
話
し
が
聞
け
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

さ
て
会
員
が
選
ん
だ
第
九
回
の
結
果
で
す
。 

 
 

最
優
秀
作
品
賞
～
亀
池
さ
ん
（
自
由
句
⑦
） 

 
 

優
秀
作
品
賞
～
高
谷
さ
ん
（
自
由
句
④
）
横
田
さ
ん
（
自
由
句
⑧
） 

 
 

学
長
賞
～
後
藤
さ
ん
（
自
由
句
⑤
） 

 
 
 

全
作
品
は
下
記
の
通
り
で
す
。
是
非
お
楽
し
み
下
さ
い
。 
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受
賞
者
の
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

予
定
の
二
時
間
が
過
ぎ
、
辻
川
副
学
長
の
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
六
月
一
日
（
月
）
で

す
。
民
ク
岡
山
支
部
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

         

事
務
局
報
告
：
吉
原
司
郎 
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自
由
句 

① 

春
が
来
た
頭
の
中
は
春
霞
（
は
る
が
す
み
） 

② 

は
ぐ
れ
鹿
居
住
地
値
上
げ
の
煽
り
食
う 

③ 

こ
の
数
字
体
重
計
が
壊
れ
て
る 

④ 

平
和
来
い
核
と
ミ
サ
イ
ル
も
う
イ
ラ
ン
～
優
秀
作
品 

⑤ 

高
金
利
先
が
短
し
金
は
無
し
～
学
長
賞 

⑥ 

老
い
て
こ
そ
旅
の
途
中
と
自
己
を
知
る 

⑦ 

母
に
似
て
少
し
お
か
め
も
そ
こ
が
好
き
～
最
優
秀
作
品 

⑧ 

春
な
の
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
冬
景
色
～
優
秀
作
品 

⑨ 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
見
れ
ず
も
テ
レ
ビ
Ｍ
Ｌ
Ｂ 
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課
題
句
～
桜 

① 

桜
咲
く
信
じ
て
受
験
見
事
散
る 

② 

サ
ク
ラ
サ
ク
喜
び
の
文
字
ス
マ
フ
ォ
か
ら 

③ 

散
る
前
に
も
う
一
花
と
姥
桜 

④ 

散
り
時
を
忘
れ
た
花
は
姥
桜 

⑤ 

孫
受
験
サ
ク
ラ
サ
イ
タ
が
札
吹
雪 

⑥ 

春
盛
り
武
士
じ
ゃ
な
け
れ
ど
花
さ
く
ら 

⑦ 

桜
散
る
春
は
来
る
な
と
受
験
生 

⑧ 

サ
ク
ラ
サ
ク
孫
は
喜
ぶ
我
は
泣
く 

⑨ 

さ
く
ら
も
ち
ス
テ
ル
ス
値
上
げ
の
新
年
度 

  

作
者
紹
介
～
①
伊
藤
嘉
之
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
②
若
槻
匡
志
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
③
魚
森
洋
史
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

 
 
 
 
 

④
高
谷
昇
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑤
後
藤
啓
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
⑥
辻
川
登
貴
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

 
 
 
 
 

⑦
亀
池
弘
二
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑧
横
田
真
理
子
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑨
吉
原
司
郎
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

 

        

 



 

 5 / 5 

 

    
 
 

（
完
） 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 

 


